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スマートシティ加賀構想策定の背景について

急速に進⾏する少⼦⾼齢化
社会インフラの⽼朽化
⾃然災害の⼤規模化
・・・・

あらゆる社会課題を同時並⾏的に扱いながら、
あらゆる⼿段をもって解決しなければならないが、
⼈⼿では限界…

まちづくりや国家・都市経営に抜本的な改⾰が求められている⼤きな転換期

デジタル技術、情報通信技術の発達
（ロボットAI 、IoT ５G 、準天頂衛星・・・）

課題解決が可能に︕︕ 分野横断的に都市が抱える課題を効率よく同時に解決できる︕︕

スマートシティ政策が世界中のトレンドに︕
先端技術を活⽤し、様々なデータを収集、解析し、新たなサービスを開発・提供することによって、
地域が抱える課題を解決し、分野横断的に都市活動全体が最適化され、市⺠の⽣活の質の維持
や向上を実現するスマートシティが重要な⽬⽟施策に︕︕

市⺠、⾏政、企業、⼤学、研究機関等、多様な利害関係者が関与するため指針やルールが必要

社会課題

スマートシティ加賀構想・加賀市データ活⽤推進計画2019を策定
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スマートシティの動向について

スマートシティ官⺠連携プラットフォーム 「スーパーシティ」の社会実装（イメージ）

 IoT等の新技術を活⽤したスマートシティをまちづくりの基本とし、社会課題を解決し、将来を⾒据えた便
利で快適なまちづくりを実現するため政府、官⺠が⼀丸となってスマートシティ政策を推進︕︕

 国家戦略特区制度を活⽤し、第四次産業⾰命を体現する世界最先端都市を先⾏実施するスマートシティを
更に進めた「スーパーシティ」構想も︕︕
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50年

⼈材不⾜

半世紀で⼈⼝約半減︕︕
2040年には、⾼齢率が約４５％に

合併の歴史を背景とした多極分散型の都市構造
7つの地域拠点が分散して存在

2014年5⽉ 「消滅可能性都市」に選定 （※⽇本創成会議「⼈⼝減少問題検討分科会」報告書）

(出所)加賀市観光統計 （2015年までの数値）国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 「⽇本の地域別将来推計⼈⼝」（平成30年推計）

先端技術を活⽤したイノベーション推進を図り、加賀の再興をいち早く果たす必要がある。

加賀市を取り巻く現状及び課題 －なぜ今、加賀市がスマートシティなのか︖︖
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⼈⼝減少
少⼦⾼齢化

医療・介護従事者の不⾜
病院の待ち時間の短縮
高齢者の見守りが大変
救急車の到着時間が遅い

移動が不便、⾃由に移動したい
公共交通の本数が少ない

物流・消費⾏政サービス

労働環境

⽣活環境

移動・交通

⼈材育成・教育

医療・介護
地域役員の担い手不足
若者負担増による離職・転出
給料が安い、宿泊業の⼈材不⾜、
伝統⼯芸の担い⼿不⾜、外国⼈活⽤

行政手続きが煩雑
情報を入手しにくい

雪かきが大変、除雪が遅い、側溝の悪臭
水道料金高騰、避難発令が多い、
空き家・空き店舗の増加、治安に不安

市内高校への進学率の低下
大学・研究機関がない
デジタル化人材・高度専門人材不足

歩いて買い物に行ける所が少ない
加賀温泉駅周辺の賑わい不足

コロナショック2020
The COVID‐19 pandemic

人口の奪い合い/企業誘致合戦

産業構造の変化への対応の遅れ
インターネットサービスの拡大による
余暇ビジネスの多様化

孤⽴するコミュニティ

巨⼤化する災害
雪害対策への対応

根本課題

米中貿易摩擦・⽇韓問題
中国・⾹港・台湾問題

多極分散型
都市構造

ライフスタイルの
多様化

地域間競争
の激化

急速な技術⾰新
第4次産業⾰命

越境ビジネスの
グローバルリスク

「消滅可能性都市」

地理的
リスク

課題

加賀市を取り巻く現状及び課題 －なぜ今、加賀市がスマートシティなのか︖︖

様々な外部要因により、労働環境や市⺠サービス、⾏政サービスなどに、様々な課題が⼀気に表⾯化︕︕
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Robot

ロボット・AI・IoT等の先端技術を活⽤し、
デジタルトランスフォーメーション︓DXをあら

ゆるシーンで推進する必然性がある。

2023年 加賀に新幹線が延伸 2025年 ⼤阪・関⻄万博

「挑戦可能性都市」へ︓⽇本で最もクリエイティブでイノベーティブな地⽅都市

(出所)加賀市観光統計 （2015年までの数値）国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 「⽇本の地域別将来推計⼈⼝」（平成30年推計）

先端技術を活⽤したイノベーション推進を図り、加賀再興をいち早く果たす必要がある。

AI

加賀市を取り巻く現状及び課題 －チャンスも残されている︕︕－
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未来へ「挑戦可能性都市」 〜あらゆるシーンでイノベーション推進・ピンチをチャンスに︕︕〜
様々な課題をチャンスととらえ、未来志向で新たな加賀のまちづくりに挑戦︕︕
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スマートシティ加賀構想および加賀市官⺠データ活⽤推進計画の位置づけ
加賀スマートシティ構想および加賀市官⺠データ活⽤推進計画は、加賀市⺠憲章に基づき、政府⽅針も鑑みた上で、第２次加賀市総合計画、第２
期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略、加賀市都市計画マスタープランと整合・連携を図り、それに係る計画を実現するための位置づけとする。
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スマートシティ加賀 基本理念

物流

移動

⾃治体

産業界
産

官

健康/医療/介護

安⼼/安全 環境保全

観光

エネルギー教育

⾏政⼿続き ⾦融

防災/減災

⼈
市⺠/来訪者/観光客

(国内・海外)

先端技術の導入に際しては、将来的に人々があらゆる面でより良い暮らしや幸福につながるものであるかを第一に考え、
行政目線、産業界目線ではなく、常にユーザー目線に立った検討を行うように努めます。

人間中心の未来社会の実現

⼈
市⺠

来訪者/観光客
（国内・海外）

官

産

⾏政主体の個別分野最適化のまちづくり ⼈間中⼼に全体最適化された公⺠連携によるまちづくり
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スマートシティ加賀 ３つの⽬指す⽅向性

スマート化による来訪者の満⾜度向上

（千⼈）
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※平成27年、28年の外国⼈観光客数は三温泉地の合計値。平成29年以降の外国⼈観光客数は三温泉地とその他地域の合計値。

スマート化による稼ぐ⼒の向上

付加価値・従業員数ともに特化係数 が１以上の加賀市の産業分布加賀市の宿泊施設⼊込客数の推移（⽇帰り客含む）

スマート化による市⺠の⽣活の質の向上
先端技術の活⽤により、解決を図り、市⺠の⽣活の質を維持・向上︕︕

 国内外問わず、観光客・来訪者に対し、必要なサービスを時
間や場所を問わず、最適な形で利⽤できる環境の構築

 テレワーカー等、様々な来訪者に対しても、魅⼒的なライフ
スタイルを提供し、楽しく、働きやすく住みやすい環境を︕

 先端技術やデジタルツールを利活⽤し、業務効率化を図り、⼈
がより付加価値の⾼い仕事に従事できるような環境整備を

 先端技術やデータを最⼤限活⽤し、様々なベンチャー企業が
加賀市で活躍し、新たなサービス創出を︕
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（出所)加賀市観光統計 (出所) 第２期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略に加筆



スマートシティ加賀 3つの戦略

１．デジタルファースト 〜データー駆動型のまちづくり〜
• データを最⼤限に活かし、地域課題を解決すると共に、産業の活性化や都市機能の⾼度化を⽬指すス

マートシティを推進し、都市の全体最適化を図ると共に、質の⾼い市⺠サービスの提供や効率的な⾃治
体運営を⾏います。
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２．クリエイティブ 〜創造的なまちづくり〜

スマートシティ加賀 3つの戦略

• 社会実装実験等により、先端技術を有する市外の先進企業や⾼度⼈材を呼び込むとともに、伝統⽂化等、
様々な分野で活躍する⼈材との交流・共創により、イノベーションを促進し、魅⼒ある企業の集積と新たな
⼈の流れを創出する魅⼒的なまちづくりを⾏います。

「創造都市」
⽂化芸術と産業経済との創造性に富んだ都市

クリエイティブ・クラス
価値を新しく作り出す⼈

クリエイティブ・コア
価値を直接作り出す⼈たち

×
クリエイティブ・プロフェッショナル

クリエイティブ・コアを⽀えるひとたち

多様な分野で活躍する⼈材との交流・共創により、
イノベーションを促進、魅⼒的なまちづくりを実現
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創造都市︓⽶国のクリエイティブ・クラスの台頭

(出所) Richard L. Florida “Whos YourCity.com” Website



スマートシティ加賀 3つの戦略

スマートシティは、スマートな市⺠無くして実現しない︕市⺠と共に学び、共創し、より良く進化し続ける
まちづくりを︕
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３．スマートシチズン 〜市⺠との共創によるまちづくり〜

(出所)株式会社⽇本総合研究所



先端技術を活用したサービスを公共の空間で展開する際に、「加賀市官民データ活用推進計画」に基づき、収集されるデータが、誰によって、

どのような目的で、何のデータが収集されるのかを開示するよう努めるととともに、個人情報・プライバシーの保護に十分な配慮を行います。

加賀市のまちづくりに係る情報やサービスについても、速やかに見える化し、様々な手段を通じすべての人々に伝えるよう努めます。

１ 透明性を確保したまちづくり

先端技術に係るサービスや機会を希望するすべての者が、不平等なく、誰一人取り残さず提供を受けられる環境の構築に努めます。

また、先端技術に係るサービスの社会的な価値や恩恵については、市民生活の質と環境の側面からの評価を行います。

２ 公平性と多様性を重視したまちづくり

先端技術の導入に際しては、システム間の相互運用性を高め、データが広く社会において適正に使われる「柔らかな社会インフラ」となること

を目指し、その利活用が最大限に行われるように努めます。また、データに基づいて、都市のモニタリング、課題を分析し、都度シミュレーショ

ン等を通じ政策の立案、施策を実行し、日々生じる変化にすばやく適応する機敏かつ柔軟なまちづくりを行います。

３ 相互運用性を確保したオープンで機敏かつ柔軟なまちづくり

先端技術の導入に際しては、これによる事業の継続性を担保するため、エビデンスに基づく政策立案（EBPM： Evidence-based Policy 

Making ）に基づき、事前の実証を行うなどデータに基づいた運用面・財政面の両方から検討を行います。

４ 事業継続性を担保したまちづくり

先端技術の導入に際しては、自然災害、不慮の事故、サイバー脅威その他のトラブルによる障害が発生した場合でも最低限の都市機能を維持で

きる能力を確保したシステムの構築に努めます。

５ 安心・安全・強靭なまちづくり
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スマートシティ加賀 運営の5原則



１．透明性を確保したまちづくり

スマートシティ加賀 運営の5原則

 収集されるデータが、「誰によって、どのような⽬的で、何のデータが収集されるのか」を開⽰するよう努める
ととともに、個⼈情報・プライバシーの保護に⼗分な配慮を⾏います。

 また、データのみならず、加賀市のまちづくりに係る情報やサービス、災害に関する情報等についても、いち早く⾒え
る化し、様々な⼿段を通じ、速やかにすべての⼈々に伝える努⼒を⾏います。

Civic Tech（シビックテック） ⾏動する市⺠エンジニアの活躍が社会を救う
※シビック（Civic︓市⺠）とテック（Tech︓テクノロジー）をかけあわせた造語。市⺠⾃⾝が、テクノロジーを活⽤して、⾏政サービスの問題やや社会課題を解決する取り組み
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（出所）⼀般社団法⼈コード・フォー・ジャパンおよび各Code for団体のと取り組みのウェブサイト

Code for Japan及び各地のCode for組織による新型コロナウイルス感染症対策サイトのためのデータ公開⽀援

Code for Japan（コード・フォー・ジャパン）は、IT技術を活⽤した地域課題の解決をめざす⾮営利団
体。市⺠主体で課題解決を⾏うコミュニティ作りの⽀援や、⾃治体への⺠間⼈材派遣などの事業に取り
組む⼀般社団法⼈でありシビックテック推進の先駆的組織。



２ 公平性と多様性を重視したまちづくり

スマートシティ加賀 運営の5原則

スマートインクルージョン推進宣言
〜 誰もが安全安心に暮せ社会に参画できる都市(まち)づくり 〜

スマートインクルージョンとは、ＡＩやＩｏＴ、ブロックチェーンなどの最新技術を使ったサービスを障がいのある

人の視点で開発・活用することで、障がいのある人もない人も全ての人々が、安全安心に暮らせ、社会に参画できる

未来を目指すという発想であります。

人は高齢になると、目や耳が悪くなり判断力が落ちるなど、徐々に障がいを抱えていきます。

たとえ高齢になっても、誰もが安全安心に暮らせる都市(まち)を構築することは、市民すべての願いでもあります。

また、これまで障がいのある人は、人の助けがなければ一人で生きていくことは難しい状況にありました。

しかし、近年のテクノロジーの進歩により、これを活用することで、その支援者の負担も軽減するとともに、生まれ

育った家で、親なき後も安全安心に見守られながら、一生を過ごすことも夢ではない時代となりました。

よって、加賀市は、様々な団体や企業の皆様と連携・協力し、それぞれ不便を抱えて暮らしている障がいのある人達の

ニーズを知り、その知見を総合した都市(まち)づくりを実現するため、全国に先駆けて、スマートインクルージョンの

推進に取り組むことをここに宣言します。

2018年7月1日 石川県加賀市 加賀市長 宮元 陸

 先端技術に係るサービスや機会を希望するすべての者が、不平等なく、誰⼀⼈取り残さず提供を受けられる環境の構築
に努めます。

 また、先端技術に係るサービスの社会的な価値や恩恵については、市⺠⽣活の質と環境の側⾯からの評価を⾏います。

誰⼀⼈取り残さない
No one will be left behind 

持続可能な開発⽬標
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３ 相互運⽤性を確保したオープンで機敏かつ柔軟なまちづくり

スマートシティ加賀 運営の5原則

 先端技術の導⼊に際しては、システム間の相互運⽤性を⾼め、データが広く社会において適正に使われる「柔らかな社会
インフラ」となることを⽬指し、その利活⽤が最⼤限に⾏われるように努めます。

 データに基づいて、都市のモニタリング、課題を分析し、都度シミュレーション等を通じ政策の⽴案、施策を実⾏します。

18

データに基づく機敏で柔軟な都市計画と都市マネジメントプロセス
Evidenced-based policy in Urban Planning



４ 事業継続性を担保したまちづくり

スマートシティ加賀 運営の5原則

 先端技術の導⼊に際しては、これによる事業の継続性を担保するため、エビデンスに基づく政策⽴案（EBPM︓
Evidence-based Policy Making ）に基づき、事前の実証を⾏うなどデータに基づいた運⽤⾯・財政⾯の両⽅から検
討を⾏います。

19

（出所）野村敦⼦・⽯⽥宏⼀「オープンデータエコシステムの構築に向けた課題」
JRI Rev.Vol.5, No.56、⽇本総合研究所

スタートアップ・イン・レジデンスの概要（サンフランシスコ市）成果連動型⺠間委託及びソーシャルインパクトボンド



５ 安⼼・安全・強靭なまちづくり

スマートシティ加賀 運営の5原則

 先端技術の導⼊に際しては、⾃然災害、不慮の事故、サイバー脅威その他のトラブルによる障害が発⽣した場合でも
最低限の都市機能を維持できる能⼒を確保したシステムの構築に努めます。

20

東⽇本⼤震災以降の主な⾃然災害

（出所）国⼟交通省

プログラムにより回避すべき起きてはならない最悪の事態⼀覧

（出所）内閣府



スマートシティ加賀 運営体制

感じか

観光分科会

感じか

加賀市スマートシティ推進官⺠連携協議会
市内の
産業団体 加賀市 市内の

市⺠団体
アドバイザリーボード

実証実験参画企業（随時）

官⺠データ
活⽤検討委員会 幹事会

健康/医療/介護
分科会

デジタルガバメント
分科会

・・・・

会員

政策戦略部政策推進担当課
が中⼼となって、庁内部署

を横断的にカバー

スマートシティ加賀構想
加賀市官⺠データ活⽤推進計画

の推進体制

モビリティ
分科会

(事務局) 加賀市政策戦略部政策推進担当課

参画 参画

加賀市 連携
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スマートシティ加賀のアーキテクチャおよび都市OSの考え⽅

スマートシティリファレンスアーキテクチャ

（出所）内閣府︓スマートシティリファレンスアーキテクチャ・ホワイトペーパー

「スマートシティリファレンスアーキテクチャ・ホワイトペーパー」が公表され、都市OSに加え、都市マネジ
メントやルールなど全体的な取りまとめがなされ、各地⽅⾃治体がスマートシティを推進するには当該アーキ
テクチャに準拠することが求められた。
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スマートシティ加賀のスマートシティリファレンスアーキテクチャの全体像
加賀市も政府のスマートシティリファレンスアーキテクチャに準拠し、スマートシティ政策を推進致します︕︕
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スマートシティ加賀の全体像とデータ連携基盤

24

 「市⺠のQOL向上、来訪者の満⾜度向上、稼ぎ⼒の向上」の実現を⽬指すスマートシティ加賀の全体像と
データ連携基盤の概要を以下にしまします。



スマートシティを⽀える官⺠データ連携基盤の内部システム構成イメージ

25

 官⺠データ連携基盤は、必ずしも⼀事業者で運⽤するものではなく、様々なデータ基盤を運⽤する事業者間
連携により機能することも視野に⼊れ、相互運⽤性を確保しつつ構築することと致します。
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加賀市官⺠データ活⽤推進計画の⽬的
 広域的なデータ流通の円滑な促進に寄与し、将来的な地域課題の⾃発的な解消や全国的な⾏政及び⺠間の

サービス⽔準の向上に繋げ、住⺠の利便性向上に寄与するとともに、データの利活⽤を通じた地域経済の活
性化に繋げる計画です。

 「⾃由で開かれたデータ流通」と「データの安全・安⼼・品質の確保」を実現するためのコンセプトである
「DFFT︓Data Free Flow with Trust（信頼ある⾃由なデータ流通）」も織り込んだ計画と致します。



関係事業者等は、対象情報の取得・保存・利活用及び利用者関与の手段の詳細について、利用者に通知し、又は容易に知りうる状態に置いてく

ださい。市民などの利用者に通知又は公表あるいは利用者の同意を取得する場合、その方法は利用者が容易に認識かつ理解できるものとします。

１.透明性の確保

関係事業者等は、その事業の特性に応じ、その取得する情報や利用目的、第三者提供の範囲等必要な事項につき、利用者に対し通知又は公表あ

るいは同意取得を行うこととします。また、対象情報の取得停止や利用停止等の利用者関与の手段を提供します。

２.利用者関与の機会の確保

関係事業者等は、対象情報を適正な手段により取得します。

３.適正な手段による取得の確保

関係事業者等は、取り扱う対象情報の漏えい、滅失又はき損の防止その他の対象情報の安全管理のために必要・適切な措置を講じます。

４.適切な安全管理の確保

関係事業者等は、対象情報の取扱いに関する苦情・相談に対し適切かつ迅速に対応します。

５.苦情・相談への対応体制の確保

加賀市官民データ利活用 ６つの基本方針

関係事業者等は、新たなアプリケーションやサービスの開発時、あるいはアプリケーション提供サイト等やソフトウェア、端末の開発時から、

利用者の個人情報やプライバシーが尊重され保護されるようにあらかじめ設計するものとします。利用者の個人情報やプライバシーに関する権利

や期待を十分認識し、利用者の視点から、利用者が理解しやすいアプリケーションやサービス等の設計・開発を行うものとします。また、万が一、

サイバー攻撃などの脅威にさらされ、システムが影響を受けることも鑑み、製品、アプリケーションやサービスの企画・設計のフェーズからセ

キュリティ対策を組み込むものとします。

６.プライバシー＆セキュリティ・バイ・デザイン
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官⺠データ活⽤の推進に関する施策の基本的な⽅針

(1)⼿続における情報通信の技術の利⽤等に係る取組(オンライン化原則)

(2)官⺠データの容易な利⽤等に係る取組（オープンデータの推進）

(3)個⼈番号カードの普及及び活⽤に係る取組（マイナンバーカードの普及・活⽤）

(4)利⽤の機会等の格差の是正に係る取組（デジタルデバイド対策等）

(5)情報システムに係る規格の整備及び互換性の確保等に係る取組
（標準化、デジタル化、システム改⾰、BPR）

28

 官⺠データ活⽤の推進に関する施策については、以下の５つの取組を柱とし、本市が抱える課題を解決する
ために重点的に講ずるべき個別施策について、KPI（Key Performance Indicator︓重要業績評価指標）、
スケジュール等を整理した上で推進致します。


